
JP 6725898 B2 2020.7.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給電機器から通信リンクを介して電力を受け取る受電デバイスであり、
　前記通信リンクを通じて電力要求を送信するよう構成される通信ユニットと、
　前記受電デバイスの分類フェーズ中に前記受電デバイスを最大電力モードで制御するよ
う構成されるコントローラユニットとを有する受電デバイスであって、
　前記受電デバイスが、前記給電機器の、autoclassに対するサポートを特定するタイプ
情報を決定するよう構成され、
　前記通信ユニットが、更に、前記電力要求を、決定された前記タイプ情報に基づいて、
選択的に、送信するよう構成され、前記通信ユニットが、前記決定されたタイプ情報が、
前記給電機器の、autoclassに対するサポートを示す場合に、前記電力要求の送信を差し
控えるよう構成される受電デバイス。
【請求項２】
　前記受電デバイスが、前記タイプ情報を、前記給電機器から前記通信リンクを介して受
け取った電力に基づいて決定するよう構成される請求項１に記載の受電デバイス。
【請求項３】
　前記受電デバイスが、前記タイプ情報を、受信されるタイプ指標データに基づいて決定
するよう構成される請求項１に記載の受電デバイス。
【請求項４】
　前記タイプ指標データが、前記通信リンクを介して受信される請求項３に記載の受電デ
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バイス。
【請求項５】
　前記タイプ指標データが、前記給電機器から受信される請求項４に記載の受電デバイス
。
【請求項６】
　前記タイプ指標データが、LLDPメッセージとして受信される請求項４に記載の受電デバ
イス。
【請求項７】
　給電機器から通信リンクを介して電力を受け取る受電デバイスを動作させる方法であっ
て、
　前記通信リンクに分類情報を供給するステップと、
　所定の期間の間、前記受電デバイスを最大電力モードで制御するステップと、
　前記給電機器の、autoclassに対するサポートを特定するタイプ情報を決定するステッ
プと、
　電力要求を、決定された前記タイプ情報に基づいて、選択的に、送信するステップであ
って、前記決定されたタイプ情報が、前記給電機器の、autoclassに対するサポートを示
す場合に、前記電力要求の送信が差し控えられるステップとを有する方法。
【請求項８】
　通信リンクを介して電力を受け取る受電デバイスを動作させるコンピュータプログラム
であって、前記受電デバイスを制御するコンピュータにおいて前記コンピュータプログラ
ムが走らされるときに、請求項１に記載の受電デバイスに、請求項７に記載の受電デバイ
スを動作させる方法のステップを実行させるプログラムコード手段を有するコンピュータ
プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、（パワー・オーバー・イーサネット・ネットワークシステムにおける使用の
ために構成された）受電デバイス、このような受電デバイスを動作させる方法、及びこの
ような受電デバイスを動作させるためのコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　パワー・オーバー・イーサネット（PoE）は、最新の規格であるIEEE規格802.3af-2003,
 Part 3：CSMA/CD(Carrier Sense Multiple Access with Collision Detection)のアクセ
ス方法及び物理層仕様、修正：MDI(Media Dependent Interface)を介するDTE(Data Termi
nal Equipment)給電；IEEEコンピュータソサエティにおいて記述されている。PoEによっ
て、（ルータ、スイッチ、プリンタ・スプーラなどのような）分離されているデータ機器
及び周辺機器に、これらをイーサネット（ネットワーク）に接続するために既に用いられ
ている同じワイヤ又はネットワーク接続部を通して、電力が供給される。例えば、照明器
具（センサ、スイッチ、光源など）、又はアクティブスピーカ、インターネットラジオ、
DVDプレーヤ、セットトップボックス及びテレビセットのような娯楽機器などの全ての種
類の低電力負荷のために同じ規格を利用する計画がある。IEEE規格802.3における規格化
は、例えばCat5/6接続ごとに100Wまでの電力レベルをサポートするよう進めている。
【０００３】
　ビル内の配電のためのPoE供給システムが当業界において注目されるようになっている
ので、これらの直流給電システム（所謂「DCグリッド」）を広く使用してもらうために、
これらのネットワークの幾つかの特定の使用態様が解決される必要がある。歴史的に、ル
ータ、スイッチ、プリンタ・スプーラなどのような分離されているネットワークデバイス
に電力を供給するためにPoE規格が導入される場合、元々対象としていた負荷は、ほとん
どの場合、通信及び処理手段を既に備えていたことから、小さい電源プラグタイプの電源
の置き換えであった。
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【０００４】
　上記のように、受電デバイスの例は、光源であり得るが、センサ又はアクチュエータで
あってもよい。典型的には、給電機器（PSE）と受電デバイス（PD）との間の２つのリン
クが想定されている。検出及び分類後に電力供給リンクが確立される。その後、従来のイ
ーサネットデータのためにデータリンクが確立される。
【０００５】
　PoEのための規格化活動において、関心のある１つの側面は、電力割当てに関する。802
.3af規格は、PSEが幾つかの電力クラスを識別することを可能にし、802.3at規格は、追加
の電力クラス及びPSEとPDとの間の連続的なネゴシエーションに対するサポートを追加し
た。PSEがPDの電力要件を決定するためにPDへの問い合わせを行う機能は、分類と呼ばれ
ている。問い合わせ及び電力分類機能は、相互識別を確立することを目的としており、パ
ワーマネジメントなどの拡張機能用である。2つの分類形態、即ち、物理層分類とデータ
リンク層分類とがある。物理層分類は、PSEがPDに電力を供給する前に、PSEが、物理イン
ターフェース上に電圧をアサートし、PDが、限られた数の電力分類を表わす電流で応答す
るときに、行われる。データリンク層分類では、PSE及びPDが、データリンクが確立され
た後に、データリンク層プロトコルを用いて通信する。データリンク層分類は、より精細
な電力解像度と、PSE及びPDが、PDに対する割り当て電力がPDの動作中に１回以上変化し
得る動的電力割当てに関与する機能とを持つ。
【０００６】
　802.3at規格においては、正当な理由なしに過多量が予約されるという結果をもたらす
、PSEがPDに多過ぎる電力を割り当てることを防止するために、即ち、PDが決して用いな
いだろう電力の制限のために、802.3afと比べて改善された分類機能が用いられ得る。し
かしながら、電力割当てを更に最適化するために、より高度な電力割当て手法が必要とさ
れている。
【０００７】
　新しい分類メカニズム：autoclassを導入するだろうPoEのための新しい規格、802.3bt
規格が開発されている。autoclassは、PDが、その有効最大電力消費量をPSEに通信するこ
とを可能にする分類メカニズムである。これは、PSEが、電力バジェット(power budget)
を、有効チャネル損失（例えば、PSEとPDとの間のイーサネット接続を通じて現実のもの
となる損失）を含む有効最大PD電力に設定することができるだろうようにして、起こる。
これは、効果的に使用される電力しか割り当てられる必要がないことから、PSEの電源ユ
ニット(PSU)のより効率的な使用を可能にするだろう。autoclassは、PSEが、接続されて
いるPDにどのクラスを割り当てるべきかを決定する分類プロセスの一部として実施される
。autoclassモードにおいては、PDが、分類中の短い期間の間、最大限の電力を消費し、P
SEが、消費された電力を測定する。次いで、PSEが、この測定に基づいてPDに電力を割り
当てるだろう。
【０００８】
　アメリカ合衆国のジョージア州のアトランタにおける２０１５年１月１４乃至１６日の
「IEEE P802.3bt 4-Pair Power over Ethernet (4PPoE) - January 2015 Interim Meetin
g」との関連における、Lennart Yseboodt他によるプレゼンテーション「Autoclass II vl
60」は、上述のautoclassの原理の一部の導入を開示している。
【０００９】
　カナダのオンタリオ州のカナタにおける２０１４年９月１０乃至１２日の「IEEE P802.
3bt 4-Pair Power over Ethernet (4PPoE) - September 2014 Interim Meeting」との関
連における、David Abramsonによるプレゼンテーション「IEEE P802.3bt Mutual Identif
ication」は、PD及びPSEの両方が他方の能力／要件を学習する相互識別方式を開示してい
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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　物理層においてトリガされるのに続いて（即ち、分類プロセスの一部として）、LLDP(L
ink Layer Discovery Protocol)も、autoclassを（再）トリガする又はキャンセルするた
めに用いられ得る。LLDPを介するautoclassのトリガは、物理層autoclassの開始タイミン
グ要件を満たすことができないPD（例えば、電源投入された直後には最大限の電力を消費
することができないPD）のためのソリューションである。autoclassは、例えば、実際の
ケーブル損失を考慮に入れるので、データリンク層分類より正確な電力割り当てを供給す
ることができる。しかしながら、autoclassを特徴としているPSE及びPDが、PDがデータリ
ンク層分類を送信することをまだサポートしている場合、データリンク層分類が、autocl
ass機能に基づいて決定された電力分類を覆すだろう。その場合、これは、より正確では
ない電力割り当てをもたらし得る。
【００１１】
　本発明の目的は、改善された受電デバイス、受電デバイスを動作させる改善された方法
、及び受電デバイスを動作させるコンピュータプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の或る態様においては、給電機器から通信リンク（例えば、イーサネットケーブ
ル、又は配電及びデータ通信を可能にする他のケーブル）を介して電力を受け取る受電デ
バイスが提供され、前記受電デバイスは、前記通信リンクを通じて電力要求を送信するよ
う構成される通信ユニットと、前記受電デバイスの分類フェーズ中に前記受電デバイスを
最大電力モードで制御するよう構成されるコントローラユニットとを有する。前記受電デ
バイス（例えば、前記コントローラユニット）は、前記給電機器に関するタイプ情報を決
定するよう構成され、前記通信ユニットは、更に、前記電力要求を、決定された前記タイ
プ情報に基づいて、選択的に、送信するよう構成される（例えば、前記コントローラユニ
ットは、前記電力要求を、前記決定されたタイプ情報に基づいて送信するよう、前記通信
ユニットを制御する）。これは、例えば、前記PDが、前記電力要求がより良い電力割当て
（例えば、前記PSE側においてより効率的な電力割当て）をもたらす場合にだけ、前記電
力要求を送信すること、又は前記PDに割り当てられる電力が前記PDによって決定される必
要がある場合（例えば、前記PDが、例えば、前記分類フェーズ後に最大電力が利用可能で
はないことに基づいて、autoclassを用いて割り当てられた電力が不十分であると決定し
た場合）にだけ、前記電力要求を送信することを可能にするので、有利である。PSEがaut
oclassをサポートしているか否かは、前記PSEによって（例えばLLDPを介して）供給され
る情報、（例えば、前記分類プロセスに基づいて）前記PSEによって前記PDに供給される
電力の電力特性に基づいて決定される情報、設置又はコミッショニングプロシージャの一
部として記憶される設定に基づいて決定される情報、（例えば、PSEの製造業者の名前が
「ブランド名」と同じ場合には、電力要求を送信する）ルールに基づく決定に基づいて決
定される情報などのいずれかに基づいて決定され得る。
【００１３】
　本発明による受電デバイスの様々な実施例において、前記受電デバイスは、前記タイプ
情報を、前記給電機器から前記通信リンクを介して受け取った電力に基づいて、及び／又
は受信されるタイプ指標データに基づいて、決定するよう構成される。このようなタイプ
指標データは、例えば、無線通信リンクを通じて受信されること、ローカルメモリから受
信される又は取り出されることなどができる。有利な実施例においては、前記タイプ指標
データは、前記通信リンクを介して、例えば、前記給電機器などの、ネットワークであっ
て、前記PDが前記ネットワークの一部であるネットワーク内のデバイスから、受信される
。前記タイプ指標データは、PSE製造業者コード、ネットワーク又はネットワークデバイ
スの名前などを含むことができ、このデータは、１つ以上のフォーマットで受信され得る
。とりわけ有利な実施例においては、前記タイプ指標データは、LLDP(Link Layer Discov
ery Protocol)メッセージとして受信される。
【００１４】
　本発明による受電デバイスの他の実施例においては、前記決定されたタイプ情報は、前
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記給電機器の、autoclassに対するサポートを特定する。前記PSEによってautoclassがサ
ポートされているか否かを前記PDが決定することができる場合には、前記通信ユニットは
、前記決定されたタイプ情報が、前記給電機器の、autoclassに対するサポートを示す場
合に、前記電力要求を送信するよう構成され得る。autoclassに対するサポートが、例え
ば、前記PSEが、前記PSEの、autoclassに対するサポートを特定するLLDPメッセージを送
信することから、一義的に決定され得る場合には、（例えば、LLDPメッセージとして）前
記電力要求を送信すべきか否かは容易に決定され得る。前記PSEの、autoclassに対するサ
ポートが不明である場合（例えば、前記PSEからのLLDPメッセージが受信されない場合）
、例えば、前記タイプ指標データが、前記PSEがautoclassをサポートしているかどうか分
からないことを示す場合には、電力要求を送信すべきか否かの決定は、より複雑な論理に
基づき得る。例えば、PDが、最適な動作のために、8Wの電力を必要とする場合には、好ま
しくは、前記PDは、前記PSEによってクラス３のPDとして認識され、autoclass機能を用い
て、クラス３のPDのための最大電力量より少ない電力量が前記PDに割り当てられる。前記
PSEが、クラス２までのPDしかサポートしておらず、前記PDが（例えば、前記PDが照明器
具である場合には光出力を制限することなどにより、その機能を制限することによって）
クラス２のPDとして機能することができる場合には、前記電力割当てを、クラス２のPDに
割り当てられている最大電力未満に制限することは望ましくないおそれがある。
【００１５】
　本発明の他の態様においては、給電機器から通信リンク（例えば、イーサネットケーブ
ル、又は配電及びデータ通信を可能にする他のケーブル）を介して電力を受け取る受電デ
バイスを動作させる方法が提供され、前記方法は、前記通信リンクに分類情報を供給する
ステップと、所定の期間の間、前記受電デバイスを最大電力モードで制御するステップと
、前記給電機器に関するタイプ情報を決定するステップと、電力要求を、決定された前記
タイプ情報に基づいて、選択的に、送信するステップとを有する。以下の例において、前
記PDは、イーサネットケーブルを介してPSEに結合され、前記PSEは、２５キロオームの抵
抗器の存在（即ち、１９キロオームと２６．５キロオームとの間のシグネチャ抵抗の検出
）に基づいて前記PDを識別する。その場合、前記PDは、前記通信リンクに分類情報を供給
することによって（例えば、前記ケーブルにおいて１つ以上の対にわたって特定の抵抗を
配置することによって、電力消費シグネチャを供給することによって）、前記方法を適用
するだろう。前記PDが属するクラスを知っている前記PSEが、前記通信リンクを通じて前
記PDに電力を供給するので、ある種の突入電流(current inrush)が生じ得る。前記PDは、
例えば、前記突入後に、最大電力モードに入り、次いで、autoclass機能をサポートして
いるPSEが、前記PDによって使用される電力を測定するだろう。前記最大電力モードは、
前記PDが、前記PDの一部である又は前記PDが給電する負荷を完全にオンにする（例えば、
前記負荷が照明器具である場合には、光源は、最大光出力及び最大電力使用量を達成する
よう増光され得る）ことを含んでもよく、又は他の例においては、前記PDが専用回路をオ
ンにすることを含んでもよい（例えば、前記負荷が必要とするだろう最大電力量と等しい
電力量を消費する抵抗器などによって、前記最大電力量がシミュレートされ得る）。前記
PDは、（例えば、PoE規格によって指定されているような）所定の期間後に、前記最大電
力モードから、例えば、通常（又は動作）電力モードになるだろう。様々なシナリオにお
いて、次いで、前記給電機器に関するタイプ情報を決定するために、前記PSEが前記PDに
情報を送信すること、前記PDが（例えば、メモリから）情報を取り出すこと、前記PDが（
例えば、前記PSEからの）情報を要求することなどができる。前記決定されたタイプ情報
は、（例えば、LLDPメッセージのような）電力要求が前記PSEに送信されるべきか否かを
決定するために用いられる。
【００１６】
　本発明の更に他の態様においては、コンピュータプログラムが、通信リンクを介して電
力を受け取る受電デバイスを動作させるために提供され、前記コンピュータプログラムは
、前記受電デバイスを制御するコンピュータにおいて前記コンピュータプログラムが走ら
されるときに、前記受電デバイスに、受電デバイスを動作させる前記方法のステップを実
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行させるプログラムコード手段を有する。このようなコンピュータプログラムは、前記PD
が前記コンピュータプログラムを実行することができるように前記PDのメモリに記憶され
得る。他の例として、前記コンピュータプログラムは、例えば、ファームウェアアップグ
レードの一部として、前記PDによってダウンロードされ得る。
【００１７】
　本願明細書においては、「給電機器」(PSE)という用語は、例えば、単一リンクセクシ
ョン（即ち、前記リンクの、前記PSEから前記PDまでの部分）に電力を供給するDTE又はミ
ッドスパンデバイスを指し得る。「受電デバイス」(PD)という用語は、一般に、PSEから
電力を取っている又はPSEからの電力を要求しているデバイスを指す。簡単な例において
は、本願明細書において用いられているような通信リンクは、PSE及びPDを互いに結合す
るイーサネットケーブルであってもよい。
【００１８】
　前記受電デバイス、受電デバイスを動作させる前記方法、及び受電デバイスを動作させ
る前記コンピュータプログラムは、従属請求項において規定されているような同様の及び
／又は同じ好ましい実施例を有することは理解されるだろう。
【００１９】
　本発明の好ましい実施例も、従属請求項又は上記の実施例と各々の独立請求項の任意の
組み合わせであり得ることは理解されるだろう。
【００２０】
　下記の実施例を参照して、本発明のこれら及び他の態様を説明し、明らかにする。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】PoEシステムの典型的なレイアウトを示す。
【図２】本発明による方法の実施例を概略的且つ例示的に示す。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１は、給電機器(PSE)１１０と、受電デバイス(PD)１２１を含むPoE負荷１２０とを有
するPoEシステム１００の典型的なレイアウトを示している。PoE接続は、PSE１１０の複
数の出力ジャック又はポート１１２１、…、１１２ｎのうちの１つと、PD１２１の入力ジ
ャック又はポート１２２１、…、１２２ｎとの間の所謂パッチケーブル１５０１、…、１
５０ｎによって実施され得る。PoEシステムにおいては、典型的には、PSE電力供給ユニッ
ト１１３及び（PSEから電力を受け取り、前記電力を負荷に供給するための）PD電力供給
ユニット１２３、並びにPSEデータ処理ユニット１１４及びPDデータ処理ユニット１２４
が、同じPoE接続１５０１、…、１５０ｎを共用する。複数負荷システムにおいては、各
負荷が、PSE１１０の第１ポート１１２１乃至第ｎポート１１２ｎを含む複数の出力ポー
トのうちの別々の１つに接続される一方で、PSE制御ユニット１１５が、適切な給電を制
御するよう構成される。従って、PD１２１などの各負荷は、イーサネット接続を通じて電
力を受け取るための適性を別々に示し、必要とされる電力の入手可能性を別々にPSE１１
０とネゴシエートする。これは、各PD１２１内にPD制御ユニット１２５を必要とする。PS
E１１０側では、PSE制御ユニット１１５が、全てのポートにおけるネゴシエーションを管
理する。
【００２３】
　autoclass機能をサポートしないIEEE規格802.3afによれば、PDは、PSEにより、PDによ
って供給される分類情報に基づいて分類され得る。それは、PDを分類することにより、動
作中にPDによって必要とされる最大限の電力をPSEに知らせることを目的としている。ク
ラス０は、PDのデフォルトである。クラス１乃至３は、PSEにおける他のパワーマネジメ
ントシナリオのために用いられ得る。PDの分類は、電力に基づいている。PDの分類は、全
ての入力電圧及び動作モードにわたってPDが消費するだろう最大限の電力である。PDは、
最大限の電力消費に従ってクラス０乃至３を戻す。詳細には、前記規格は、PDが、分類中
に、１つの分類シグネチャを呈示し、１つの分類シグネチャしか呈示しないことを必要と
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する。従って、PoEの元のアイディアにおいては、この分類データが、PSEの電力割当て目
的のために用いられる。
【００２４】
　以下の表は、幾つかの802.3atの電力分類及びPD入力コネクタにおいて測定される分類
シグネチャ（即ち、分類電流）を一覧表示している。
【表１】

【００２５】
　やがて公開されるIEEE規格802.3btにおいて導入されるautoclass機能は、PDがautoclas
sをサポートしていることをPDがPSEに示すことを可能にする。PSEもautoclassをサポート
している場合には、PSEは、PDがautoclassに対するサポートを示していることに気付くだ
ろう。その場合、PSEは、（例えば、PDが属するクラスに基づいて）仮の電力バジェット
を割り当て、PDが最大電力モードにある間のPDの電力使用量を測定することができる。次
いで、随意に安全マージンを加えた、PDによって最大電力モードにおいて使用された電力
が、PDのための電力バジェットとして割り当てられる。しかしながら、PSEがautoclassを
サポートしていない場合には、PSEは、単に、PDが属しているクラスに基づいて電力を割
り当てるだろう。PDは、この段階においては、autoclassをサポートしているPSEと、auto
classをサポートしていないPSEとを識別することができないことが予想される。PDが、PS
Eに関するタイプ情報を決定する場合には、PDは、これを用いて、PSEに電力要求が送信さ
れるべきかどうかを決定することができる。PSEがautoclassをサポートしており、電力要
求が送信される場合には、この電力要求は、autoclass機能に基づく電力割当てを覆すだ
ろう。従って、autoclassによる電力割当ての利点が帳消しになる。PSEがautoclassをサ
ポートしていない場合には、この電力要求は、この電力要求は、分類に基づく（即ち、PD
が属するクラスに基づく）電力割り当てを覆すだろう。従って、電力割当ては、より正確
になり得る。
【００２６】
　図２においては、本発明に従って受電デバイスを動作させる方法の実施例が示されてい
る。方法２００は、分類２１０と、最大電力モードへの切り替え２２０と、PSEのタイプ
情報の決定２３０と、二者択一の、電力要求の送信２４０又は電力要求の不送信２５０と
を有する。
【００２７】
　分類２１０の一部として、PDは、PDがどのクラスに属しているか、及び／又はPDがauto
classをサポートしていることをPSEが決定することを可能にする分類シグネチャを供給す
る。次いで、PSEが、（PoE規格に従って）このクラスに関連する電力量をPDに割り当てる
。autoclass機能をサポートしているPDは、一時的に、最大電力モードに切り替わり、前
記PDは、前記最大電力モードにおいて、電力消費を通して、前記PDが動作中に必要とする
だろう最大電力量がどのくらいかを示す。autoclassをサポートしているPSEは、PDが最大
電力モードにある間に前記PDによって使用される電力量を測定し、この測定に基づいて前
記PDの電力割当てを更新するだろう（例えば、随意に一定又は相対安全マージンを加えた
、測定されたピーク電力使用量を割り当てるだろう）。PSEがautoclassをサポートしてい
ない場合、電力割当ては、PDが属しているとPSEが決定したクラスに基づくままである。
この段階においては、PDは、PSEがautoclassをサポートしているか否かを知らない。PDは
、PSEがautoclassをサポートしているかどうかを決定することなどによりPSEのタイプ情
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報を決定することによって、前記PDが電力要求を送信すべきか否かを決定することができ
る。例として、PDは、PSEから、autoclassに対する前記PSEのサポートを知らせるフィー
ルドを有するLLDPメッセージを受信する。PDが、それによって、PSEがautoclassをサポー
トしていると決定する場合には、PDは、電力要求を含むLLDPメッセージの送信を差し控え
ることができる。しかしながら、PDが、PSEがautoclassをサポートしていないと決定する
場合には、PDは、電力要求を含むLLDPメッセージを送信することができる。
【００２８】
　請求項に記載の発明を実施する当業者は、図面、明細及び添付の請求項の研究から、開
示されている実施例に対する他の変形を、理解し、達成し得る。
【００２９】
　請求項において、「有する」という用語は、他の要素又はステップを除外せず、単数形
表記は、複数性を除外しない。
【００３０】
　単一のユニット又は装置が、請求項に列挙されている幾つかの要素の機能を実現しても
よい。単に、特定の手段が、相互に異なる従属請求項において引用されているという事実
は、これらの手段の組み合わせが有利になるように用いられることができないことを示す
ものではない。
【００３１】
　コンピュータプログラムは、他のハードウェアと共に又はそれの一部として供給される
光記憶媒体又は固体媒体などの適切な媒体に記憶／分散されてもよいが、インターネット
又は他の有線若しくは無線電気通信システムなどを介して、他の形態で分散されてもよい
。「コンピュータプログラム」という用語は、組み込みソフトウェアも指し得る。
【００３２】
　請求項におけるいかなる参照符号も、範囲を限定するものとして解釈されてはならない
。
【図１】 【図２】
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